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”羊８月１，苑行柾目１回１日発行」
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本当に不動産が、活かされなければならない時と
様々な業界において､ 整理整頓の時代の到来です。
全身全霊を傾け、お客様方の苦難、喜びの相談相
生きていきたいと願っております。
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なりました。
ＬＩＣは、

手に撤して、

エルアイシーは不動産を芸術で考える会社です。
商霊不動産亭鍵酎画司ンサルタント

株式会社エルアイシー
代表取締役社長

青木幸夫

鮪式会社エルアイシー〒6 5 O神戸市中央匿麺中町6丁目9番地の1ボーI ､アイランド国際交減会館8ＦT E L ､ 0 泊- 3 0 2 - 4 噸砲F A X - O 7 8 - 3 0 2 - 1 3 郡
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年１月3 1 日に､ 北イタリアのベルガモ市にある" タベルナ・
デル･ コツレオーニ" と姉妹店になりました。
この由緒あるレストランと両店の協力のもとに、東京赤
坂ツインタワービルＢ１に､ 2 0 0 坪のスケールで" タベルナ・
デル･ コッレオーニ' , がオープンいたしました。
オーナーシェフY O S H l O Y A S U D A のインテリアデザイン
は、ベルガモやローマの街やタブラオの匂いが漂う凝った
造作で､ 暖かで､ 気楽な雰囲気の中で、イタリア人のシェフ
やカメリエレが､ カンツォーネを鼻歌に運ぶパスタ料理や、
イタリア各地の郷土料理でワインを味わうと心は陽気にな
り､ 豊かになり､ 明日へのエネルギーが湧いて来ます。
東京へお出かけのときは､ ぜひお立ち寄りになって、イタ
リアの醍醐味をお楽しみ下さい。

本場ベルガモの，‘コ
ッレオーニ”からや
って来た５人のシェ
フが料理場とホール
でいきいきと。カン
ソォーネを唄いなが
ら日本のシェフ達の
この腕でこの味とサ
ービスを…･ ･ . 。

匙‘

轡

神戸北野町のイタリアンレストラン" ベルゲン，' が、１９９０

WＩ 煉瓦と石造り。イタリアの雰
囲気漂う2 0 0 坪のレストラ
ン。ランチタイムにも夜も、
コーナーごとにいろんな顔
と味が。

=ﾗ雲

ゆったりした空間に、落ち着いた
インテリア。デートにも、ビシネ
スにも、パーティーにも、リーズナ
ブルな値段でコーディネイト出来
るのが嬉しい。

自

署亀量』

イタリアの田舎風のリ
ラックスした雰囲気の
なかでディナーを。
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大磯<淡蹄紬蛎,Ii町>宿の深夜便が、／

ぐ～んと便利'こなY)きした一．これまでの六甲アイランド発大磯行の深夜便フ
ェリーが、ハーバーランド（高浜岸壁）から出
港･ 足の便がぐんとよくなりました。三宮で余裕をもって遊んでもＯＫ｡ 朝釣りなどにもご利

■圭催／若柳吉金吾の会恋0 7 8 ( 3 4 1 ) 6 8 3 2
画後援／兵庫県・兵廊県教青委員会・兵血県文化赦会・神戸市

神戸市戦育委員会・幹戸市文化振興財団・神戸新聞社
兵庫県麺踊文化協会・月刊神戸っ子
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■本社〒6 5 4 神戸市須磨区外浜町４丁目冠神戸0 7 8 ( 7 3 3 ) ０００１㈹
●予約センター（お問合せ）〒6 5 4 神戸市須磨区外浜町４丁目
壷神戸０７８（7 3 1 ）７４２１
●ハーパーランド営業所〒5 5 O 神戸市中央区海岸通６丁目３－５
壷神戸0 7 8 （3 6 0 ）３４５６－７
、｡大謹港営業所〒656-23津名郡東浦町小磯念浦0799(74)3555ノ
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生田新道に面したストリートギヤラリー

回新生・かんしん”は、企業
理念も共感・対話。信頼をキ
ーワードに、地域の人々と共
感の輪が拡がるｒときめきバ
ンク」をめざしてⅡ豊かな暮
らしの提案Ⅲと“地域文化の
育成”を二大テーマとし、文
化面にも貢献してゆきたいと
念願しております。
本年の「かんしんストリー
トギャラリー｣ は､ 神戸二紀会
の女流画家の方々に登場して
いただき、華やかな展開をく
りひろげてゆきます。

KdnSinstreetgalIery〈30〉

梶睦子く画家〉
かじ・むつこ、神戸市在住。
物質と物質、感性と感性というよう

に２つのものが向かい合えば、密接な
新しい空間、あるいは関係が生じる。
太陽の絶大なエネルギー、地球への恩
敬、人間の太陽に対する憧横、畏敬。
今回の作品は、太陽と地球を対陣さ
せ、その関係を波動で表現した。

関西信用金庫
神戸市中央区下山手通２丁目1 2 - 3 〒6 5 0
PHONE(0沌)332-5151㈹Fax(078)333-9874
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１

詞／

暑中お見舞い申し上げます
平素より格別のお引き立てを賜り､ 誠に有難うございます。
さて、このたび店内改装のため８月2 0 日から９月3 0 日まで
休業させていただくことになりました。
改装期間中、ご相談、ご用命等ございましたら、従来通り
壷３３１－５７６１までお申しつけ下さい。

店主敬白

字雲一感

／

、 町二Ｆ日症L ~ ･ 』－；ノ
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な
ん
で
も
や
り
た
い
。

知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。
う
わ
ぐ
す
り
や
粘
土
の
調
合
、
焼
き
方
が
少
し
で
も
変
わ
る
と
、
出
来
具
合
は
大
き
く
変
わ
る
。
そ
れ
だ

け
に
「
試
み
を
続
け
て
、
思
っ
た
も
の
が
出
来
た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
ど
・

元
々
画
家
を
志
望
し
て
い
た
が
、
知
人
に
誘
わ
れ
て
ろ
く
ろ
教
室
に
「
な
に
げ
な
く
」
通
い
は
じ
め
た
の
が
十
七
、
八
年
前
。
「
土

が
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
面
白
」
く
、
夢
中
に
な
っ
た
と
い
う
。
「
十
年
続
け
て
い
た
ら
、
個
展
を
し
よ
う
」
と
漠

然
と
考
え
て
い
た
ら
実
現
し
た
。

「
面
白
い
と
思
う
あ
い
だ
は
、

個
展
会
場
に
は
、
壷
や
食
器
な
ど
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
陶
器
が
並
ぶ
。
美
術
品
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
毎
日
の
暮
ら
し
に
密

着
し
て
い
る
も
の
だ
け
に
女
性
の
興
味
は
尽
き
な
い
。

一
見
、
し
な
や
か
で
美
し
い
曲
線
を
描
き
、
観
る
人
、
使
う
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
陶
器
だ
が
、
つ
く
る
人
間
の
苦
労
は
計
り

Ｇ
神
戸
っ
子
Ⅷ
巳

「
食
器
は
使
い
や
す
さ
、
壷
は
存
在
感
が
大
切
」
、
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
こ
と
は
「
飽
き
が
こ
ず
、
愛
着
の
わ
く
も
の
で
な
け

れ
ば
」
と
。
出
展
す
る
際
、
「
見
本
を
つ
く
り
自
分
で
使
っ
て
か
ら
」
と
い
う
姿
勢
が
、
人
に
愛
さ
れ
る
陶
器
を
生
み
出
し
て
い
る

の
だ
●
ろ
う
。

愛
着
の
わ
く
陶
器
を

！ 創
作
を
続
け
て
こ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。

／

Ｐ５一

ⅧIIiil笈 ２１
戸ＬＰ迫

Lゴー

向う

筆
.’．

：窯趣
～～雲～

自
分
が
つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
ら
出
来
ま
せ
ん
」

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
）

金
正
郁
《
陶
芸
作
家
》
…
松
原
卓
也
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Ｆ
ｏ
琶
孟

蕊鋳雲雪雲謹壷

そ
の
昔
、
ア
メ
リ
カ
原
住
民
に
と
っ

て
「
木
」
と
は
自
然
の
法
則
を
意
味
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
死
者
は
木
の
下
に

葬
ら
れ
、
そ
の
魂
は
木
に
宿
り
成
長
し

や
が
て
森
を
作
る
。
そ
し
て
子
孫
の
繁

栄
を
静
か
に
見
守
る
の
だ
。

し
か
し
、
そ
の
木
が
倒
さ
れ
朽
ち
る

時
、
自
然
の
法
則
も
崩
れ
て
い
く
…
。

ｌ
そ
の
自
然
を
呼
び
お
こ
そ
う
と

す
る
試
み
が
、
来
た
る
九
月
二
十
一
一
日

生
田
神
社
で
行
わ
れ
る
。
生
田
神
社
と

い
え
ば
西
宮
神
社
、
庚
田
神
社
と
並
び
、

古
事
記
に
も
登
場
す
る
と
い
う
由
緒
あ

る
神
社
。
境
内
に
は
樹
令
何
百
年
と
い

う
く
す
の
木
、
椿
、
月
桂
樹
、
そ
し
て

桜
、
榎
、
池
の
ま
わ
り
の
竹
林
な
ど
が

静
か
に
息
づ
き
、
そ
の
魂
は
誰
か
が
呼

ん
で
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

こ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
「
木
ｌ
魂
よ

竜

ムサルドノ・クスモ

ま
さ
し
く
夢
の
共
演
だ
。

世
界
を
駆
け
め
ぐ
る
両
氏
だ
け
に
出

演
依
頼
も
難
行
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

今
回
「
生
田
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
と
銘

打
っ
て
、
何
と
無
料
で
公
開
さ
れ
る
。

た
だ
し
招
待
券
が
必
要
。
招
待
券
は
、

ナ
ガ
サ
ワ
文
具
セ
ン
タ
ー
本
店
一
Ｆ
カ

ウ
ン
タ
ー
（
Ｔ
Ｅ
ｍ
３
２
１
１
４
５
０

Ｏ
東
急
ハ
ン
ズ
三
宮
店
一
Ｆ
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
３
２
１
１
６
１

６
１
）
で
手
に
入
る
。

主
催
は
、
生
田
前
筋
商
店
街
振
興
組

合
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ズ
な

ど
も
候
補
に
挙
が
っ
た
が
、
一
歩
先
に

進
ん
だ
新
し
い
試
み
が
実
現
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
神
戸
市
民
と
し
て
こ
の
よ

う
な
文
化
的
催
事
は
何
よ
り
も
う
れ
し

い
の
だ
。
開
演
が
待
た
れ
る
。

せ
」
を
行
う
の
は
第
１
一
片
の
木
に
糸

を
張
っ
た
だ
け
の
楽
器
１
Ｊ
ざ
古
典
の
枠

に
と
ら
わ
れ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
方
位
に
そ

の
可
能
性
を
確
か
め
て
い
る
沢
井
一
恵

さ
ん
。
そ
し
て
、
伝
統
舞
踊
の
み
な
ら

ず
、
創
作
舞
踊
に
も
力
を
入
れ
、
タ
ガ

ス
・
グ
ヌ
ン
・
ジ
ャ
テ
ィ
歌
舞
団
の
「

ド
ン
ゲ
ン
・
ダ
リ
。
デ
ィ
ラ
」
や
環
境

破
壊
を
取
り
上
げ
た
創
作
シ
リ
ー
ズ
な

ど
、
海
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
世
界
的
舞
踊
家
サ
ル

ド
ノ
．
Ｗ
・
ク
ス
モ
氏
・

空
間
を
息
づ
か
せ
る
十
七
絃
の
筆
の

音
に
目
覚
め
た
木
々
の
魂
が
、
サ
ル
ド

ノ
氏
の
舞
踊
と
一
体
化
し
て
「
生
田
の

森
」
を
吹
き
荒
れ
る
ノ
．

古
典
を
極
め
る
に
つ
れ
て
、
さ
ら
に

新
し
い
自
由
な
創
作
、
演
奏
活
動
へ
の

意
欲
を
か
き
た
て
ら
れ
る
と
い
う
二
人
。

△沢井一恵

生田の森コンサート
き たま

｢木－－－－魂よせ」
沢井一恵＆サルドノ･ クスモ
クロスカルチヤーパフオーマンス

１９９１年９月2 2 日（日）
開場6 :Ｏ０ｐｍ・開演7 :Ｏ０ｐｍ
会場／生田神社境内

③イベント・インフォメーション、
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瀞
﹇
﹈

い
た
。
以
来
、
照
年
間
に
二
人
で
演
奏
し
た
数
は
数
え
き
れ
な
い
。
「
シ
ャ
ン
ソ
ン
は
３
分
間
の
ド
ラ
マ
。
歌
う
時
に
表
現
力
、
芝

居
心
が
と
て
も
大
事
。
い
ろ
ん
な
経
験
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
味
が
で
て
き
ま
す
。
」
と
藤
田
さ
ん
。
二
人
の
息
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

９
月
１
日
⑧
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
劇
場
で
リ
サ
イ
タ
ル
が
行
な
わ
れ
る
。
藤
田
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
塩
屋
、
舞
子
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
と
い
う
シ
ャ
ン
ソ
ン
〃
愛
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
〃
や
、
１
月
の
京
都
大
学
山
岳
隊
の
遭
難
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
へ
の
追
悼
曲

を
は
じ
め
、
ハ
ー
ト
の
あ
ふ
れ
る
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
披
露
す
る
。
感
動
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

人
に
感
銘
を
上
平
田
裕
子
〈
雲
ソ
ン
〉
・
藤
田
稔
ピ
ア
ニ
ス
ト
》
…
米
田
定
蔵

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
上
平
田
裕
子
さ
ん
と
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
藤
田
稔
さ
ん
は
、
娼
年
前
、
神
戸
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
で
出
合
う
。

上
平
田
さ
ん
は
鹿
児
島
県
生
ま
れ
の
鹿
児
島
育
ち
。
小
学
生
の
時
に
聞
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
、
イ
ベ
ッ
ト
・
ジ
ロ

ー
の
レ
コ
ー
ド
が
、
も
と
も
と
歌
が
好
き
だ
っ
た
上
平
田
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
に
な
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
神
戸
に
来
て
か
ら

は
、
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
森
哲
也
さ
ん
に
師
事
す
る
。

一
方
、
藤
田
さ
ん
は
大
阪
芸
術
大
学
時
代
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
勉
強
す
る
。
在
学
中
に
ジ
ャ
ズ
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
に
も
興
味
を
持
ち
、

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
は
関
西
で
第
一
人
者
で
あ
る
大
塚
善
章
さ
ん
に
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
を
教
わ
る
。

二
人
の
出
会
い
か
ら
２
年
目
の
昭
和
印
年
哩
月
晦
日
、
北
野
坂
に
上
平
田
さ
ん
が
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
お
店
〃
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
〃
を
開

耐
神
戸
っ
子
創

｡

雲議熱旧
Ｉ
０
ｉ
・
』
“
。

'Ｊ
』
陣
ニ
テ

℃
・
舛
○

熱き
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『
》

摩
耶
山
麓
の
静
か
な
住
宅
地
に
あ
る

摩
耶
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
仲
間
達
で
、
婦

人
問
題
を
勉
強
し
よ
う
と
集
ま
っ
た
会

で
す
。
「
男
と
女
の
能
力
に
差
は
あ
る
の

か
」
、
「
日
本
文
教
と
女
性
」
等
、
今
思

え
ば
気
恥
ず
か
し
く
な
る
テ
ー
マ
も
あ

り
ま
し
た
が
、
あ
れ
か
ら
８
年
、
私
達

グ
ル
ー
プ
生
は
、
し
っ
か
り
目
を
あ
け

耳
を
そ
ば
だ
て
、
灰
色
の
脳
細
胞
を
働

か
せ
な
が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
・

今
年
度
は
、
私
達
が
毎
日
あ
お
ぎ
見

る
美
し
い
摩
耶
山
の
緑
を
守
ろ
う
と
署

名
集
め
を
し
ま
し
た
。
「
六
甲
山
系
の
緑

と
保
安
林
を
守
ろ
う
」
と
皿
歳
の
中
井

元
市
長
を
柱
に
、
池
上
弁
誰
士
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る
の
を
知
り
、

地
元
の
一
員
と
し
て
協
力
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
阪
神
大
水
害
を
二
度
と
起
こ

さ
な
い
た
め
に
、
子
々
孫
々
の
た
め
に
、

神
戸
の
緑
を
な
く
さ
な
い
た
め
に
、
思

い
を
た
く
し
て
全
体
で
７
万
３
千
８
百

の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様
の
熱

意
の
お
陰
で
国
会
請
願
が
通
り
、
市
も

保
安
林
と
市
街
化
区
域
境
界
の
地
籍
図

の
研
究
会
を
作
り
、
本
腰
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

会
員
数
知
名
。
グ
ル
ー
プ
・
シ
オ
ン

は
「
日
本
文
化
を
考
え
る
」
倉
石
先
生
、

「
お
煎
茶
教
室
」
入
江
先
生
他
、
中
古
衣

類
を
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
に
寄
付
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

神
戸
市
灘
区
天
城
通
５
丁
目
１
１
Ｗ

公
（
０
７
８
）
８
０
１
１
７
０
６
８

（
三
枝
美
知
代
）

一旬

保
壌
林
童
穿

恥
測
定

ある集い■グループ・シオン

■■

= ず

９

希『

p

il’

毒

六
甲
山
系
の
緑
を
守
る

三
枝
美
知
代

（
グ
ル
ー
プ
，
シ
オ
ン
代
表
）

天辺’

陰l』

１

」

内
皇

Ｆ
帝
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た
と
え
ば
「
一
期
一
会
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
の
出
会
い
が

深
い
意
味
を
も
つ
と
き
、
そ
れ
は
人
の

美
意
識
を
さ
え
鼓
舞
し
ま
す
。

「
や
き
も
の
」
も
或
い
は
そ
ん
な
一
会
に

似
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
人

が
同
じ
素
材
を
使
い
、
同
じ
窯
で
焚
い

て
も
同
じ
作
品
は
二
個
焼
け
な
い
。

同
じ
様
で
は
あ
っ
て
も
同
一
で
は
な
い

土
、
技
、
粕
、
そ
し
て
委
ね
あ
ず
け
る

し
か
な
い
火
へ
の
願
い
。
火
の
向
う
側

で
支
配
す
る
も
の
と
、
祈
り
待
ち
つ
づ

け
る
自
己
と
の
避
遁
。
数
多
く
繰
り
返

し
な
が
ら
、
い
つ
で
も
た
だ
一
個
き
り

の
創
作
。
「
や
き
も
の
」
の
面
白
味
と
は
、

つ
ま
り
は
出
会
い
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

神
戸
現
代
陶
芸
会
は
、
老
若
男
女
会

員
数
二
百
名
余
の
大
世
帯
で
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
家
族
的
で
和
気
あ
ふ
れ
る

雰
囲
気
に
み
ち
て
い
る
の
は
、
主
催
す

る
陶
芸
家
、
神
戸
焼
，
末
汎
窯
窯
元
南

汎
氏
（
元
舞
子
焼
、
平
成
二
年
度
神
戸

市
文
化
賞
受
賞
）
の
豪
胆
で
陽
気
な
人

柄
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。

本
年
度
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
春

秋
二
回
の
登
り
窯
焚
き
。
好
評
裡
に
終

え
た
五
月
の
兵
庫
県
陶
芸
館
と
三
宮
さ

ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
の
二
つ
の
展
覧
会
。

十
二
月
に
計
画
し
て
い
る
窯
里
め
ぐ

り
の
研
修
旅
行
等
で
す
。
勿
論
、
会
員

各
自
が
唯
一
美
の
「
や
き
も
の
」
と
の

出
会
い
を
求
め
て
日
夜
情
熱
的
に
作
陶

を
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
は
当
然
で
す
。

bかく

蕊雲：

『
一

騨幹

、、Ｕ《
、 4

111
ﾀ

手
し
》

「
や
き
も
の
」

と
の
出
会
い

(菅

ある集い■神戸現代陶芸会
園
事
務
局

神
戸
市
西
区
押
部
谷
町
高
和
１
５
５
７
１
１

市
立
農
業
公
園
陶
芸
館
内

壷
（
０
７
８
）
９
９
１
１
３
９
１
１
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暑中お見舞い申し上げます

シーズン当初の出遅れが響いて現在下位に甘ん
じているオリックス。しかし、ここへ来て地力を
発揮し上位進出の機会をうかがっている。
神戸移転、土井監督１年目と今までと異なった
条件の中で頑張っているオリックスだが、夏の上
昇気流に乗り、秋には混パの台風の目と呼ばれる
ようになって欲しいものだ。
さてグリーンスタジアム神戸では、８月、９月
と各１０試合（予備日除く）のオリックス戦が組ま
れているが、９月2 6 日まではいずれもナイターで
ある。夏の暑さを吹き飛ばすようなガッツあふれ
るプレーを期待している。

８月のグリーンスタジアム神戸では、以下の1 3 カード（いず
れも1 8 時試合開始）が組まれています。

６日オリックスＶＳロッテ
７日オリックスＶＳロッテ
９日オリックスＶＳ西武
１０日オリックスＶＳ西武
１１日オリックスＶＳ西武
１３日オリックスＶＳダイエー
１４日オリックスＶＳダイエー
１５日オリックスＶＳダイエー
１７日阪神ＶＳ広島
１８日阪神ＶＳ広島
２７日オリックスＶＳロッテ
２８日オリックスＶＳロッテ
２９日オリックスＶＳロッテ（予備日）

市営地下鉄総合運動公園駅前

グリーンスタジアムネ申戸
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「' 9 l こうベシークイーン- 1 が決まった｡ 1 0 8 名の応募者
の中から選ばれた国際港都神戸のイメージに似合う“民
間親善大使" は1 9 歳～2 3 歳のさわやかな女性５名。’9 1 年
７月2 0 日～' 9 2 年７月1 9 日の１年間､ 海の記念行事や国際
交流､ 各種イベントなどのコミュニティとして活動する。

, 国際都市アヒ堂ルヘ
リI コーベシークイt ン決まる

籍

●コウベスナッブ
開園以来７年目を迎えた神戸市立農業公園で､ ｢ バッカ
スとアリアンナ」像の除幕式が行われた。神戸ワインの
発展、ぶどうの生産拡大、同園の禰栄の願いを込め、古
代ギリシャ・ローマにおいて「ぶどうの神・酒の神」と
して崇拝されているバッカスと、その妻アリアンナの像
が設置されることになった。

袖戸ワー〆ンの発展を祈り
ﾉ ｰ バッカスとアリアZ ﾝ ナ像除幕壷

バッカスとアリアンナ像の前で記念撮影 除幕の風景 像の作者･ 新谷x 秀紀氏
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宇一「

ま
ず
陶
器
は
す
べ
て
の
芸
術
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
単
純
で
あ
る
と
同
時
に
も
っ
と
も
難
解
で
あ
る
…
」

と
名
著
『
芸
術
の
意
味
』
の
な
か
で
述
べ
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
評
論
家
故
ハ
ー
バ
ー
ド
・
リ
ー
ド
が
、

も
し
、
多
様
多
彩
、
簡
素
、
酒
脱
に
し
て
雄
弁
、
温
か
く
親
し
み
ぷ
か
い
南
汎
の
芸
域
に
触
れ
た
ら
こ

れ
ら
の
言
を
撤
回
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
大
皿
、
大
鉢
、
大
壷
か
ら
花
器
、
茶
器
、
徳
利
、
茶
碗
、
中
・

小
鉢
、
銘
々
皿
な
ど
日
常
雑
貨
に
至
る
ま
で
、
奇
を
街
わ
ず
滋
味
あ
ふ
れ
る
そ
れ
ら
は
愛
撫
を
そ
そ
ら
ず

に
は
お
か
な
い
。
何
よ
り
も
、
素
早
い
筆
勢
が
生
き
る
絵
は
そ
の
絶
妙
な
味
わ
い
は
眼
を
見
は
ら
せ
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
「
工
」
に
魅
せ
ら
れ
て
〈
や
き
も
の
〉
の
世
界
に
踏
み
込
む
以
前
は
南
画
家
と
し

て
人
を
教
え
も
し
て
い
た
腕
前
、
瞬
時
の
筆
力
を
器
形
の
制
約
の
う
ち
に
収
め
る
緊
張
感
が
た
ま
ら
な
い

の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
え
ば
、
〃
梅
雨
ど
き
の
紫
陽
花
が
と
り
わ
け
好
き
″
と
い
う
南
は
、
ち
ょ
う
ど
原
稿

執
筆
の
梅
雨
期
の
さ
な
か
、
絵
か
き
魂
を
触
発
さ
れ
た
南
は
画
布
な
ら
ぬ
大
皿
に
む
か
っ
て
限
ら
れ
た
花

の
い
の
ち
に
自
ら
を
同
化
さ
せ
つ
つ
絵
筆
を
と
っ
て
い
る
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

舞
子
焼
に
は
松
並
木
、
帆
か
け
舟
が
ふ
さ
わ
し
く
、
牛
、
ワ
イ
ン
と
と
も
に
三
名
物
の
一
つ
と
な
っ
た

神
戸
焼
に
は
、
葡
萄
文
が
ぴ
っ
た
り
だ
が
事
実
、
農
業
公
園
内
の
ワ
イ
ン
城
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
て
く
る
食

器
類
は
す
べ
て
、
南
汎
作
の
神
戸
焼
末
汎
窯
製
で
あ
る
。
古
舞
子
焼
の
〃
古
淡
な
素
朴
さ
姻
に
惹
か
れ

て
そ
の
再
興
に
情
熱
を
か
た
む
け
て
き
た
南
に
お
け
る
舞
子
焼
は
、
実
質
的
に
神
戸
焼
に
発
展
的
解
消
を

遂
げ
、
そ
の
内
、
実
は
よ
り
広
き
神
戸
焼
の
中
に
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
な
か
新
し

き
伝
統
創
造
の
足
ど
り
は
軽
や
か
で
あ
る
。

霞
箔

｜
加
周
年
記
念
ア
ー
ト
神
戸

美
術
評
論
家

》
§戸

＃ 1Ｉ

墨ごP 二

南
汎
と

″
古
く
新
し
き
″
神
戸
焼

赤
根
和
生
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